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歌手の上田正樹さんと「We Are The World」を合唱する一関、水沢両中学校生

�国重要文化財に指定されている宮古市の黒森神楽�子どもたちに人気のアーティスト「チー
ミー」のミニライブ�福興祭のオープニングを飾った山王太鼓�大船渡の前田鹿踊りも力強い
舞を披露�ミュージカル平泉「夕焼けの向こうに」の一幕�世界自然遺産に登録された小笠原
の魅力をＰＲする小笠原村の観光局の根岸さん
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「
平
泉
の
文
化
遺
産
」の
世
界
遺
産
登
録
と

東
北
の
元
気
を
発
信
す
る
「
平
泉　

福
興
祭

―
浄
土
の
風
２
０
１
１
」
が
９
月　

日
、　

24

25

日
の
両
日
、
観
自
在
王
院
跡
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
絶
好
の
秋
晴
れ
の
下
、
２
日

間
で
２
万
人
を
超
す
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

　

初
日
と
な
っ
た　

日
は
、
山
王
太
鼓
の
力

24

強
い
演
奏
で
開
幕
。
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の

チ
ー
ミ
ー
の
ラ
イ
ブ
や
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
の
早
池
峰
神
楽
、
大
船
渡
高
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
や
奥
州
市
行
山
流
都
鳥
鹿
踊
な
ど

が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
「
か
な
し
い
色
や
ね
」

な
ど
の
名
曲
で
知
ら
れ
る
上
田
正
樹
さ
ん
が

一
関
、
水
沢
両
中
学
生
１
１
６
人
と
「
Ｗ
ｅ

　

Ａ
ｒ
ｅ　

Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
」を
合
唱

し
、
場
内
に
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　
　

日
に
は
地
元
平
泉
の
達
谷
窟
毘
沙
門
神

25
楽
や
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
、
宮
古
市
の
黒
森
神

楽
や
釜
石
市
の
虎
舞
な
ど
の
郷
土
芸
能
が
披

露
さ
れ
た
ほ
か
、
北
上
市
出
身
の
マ
ン
ド
リ

ン
シ
ン
ガ
ー
清
心
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
と
シ
ン
セ

サ
イ
ザ
ー
奏
者
の
姫
神
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
ス

テ
ー
ジ
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
た
福
興
祭
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
の
は
、
平
泉
、
長
島

両
小
学
校
の
４
〜
６
年
生
、
平
泉
中
学
校
生

と
姫
神
に
よ
る
大
合
唱
。
姫
神
の
星
さ
ん
が

作
曲
し
た
「
平
泉
讃
歌
」
を
力
強
く
歌
い
上

げ
福
興
祭
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

ま
た
場
内
で
は
「
気
仙
沼
ホ
ル
モ
ン
」
や

「
宮
古
の
焼
き
さ
ん
ま
」な
ど
の
福
興
市
場
や

特
産
品
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
数
多
く
出
店
さ
れ
、

食
欲
の
秋
も
満
た
さ
れ
た
２
日
間
で
し
た
。

姫神の伴奏に合わせて「平泉讃歌」を合唱する平泉、長島両小学校の４～６年生と平泉中学校生

�演奏でみんなに元気を与える大船渡高校吹奏楽部�伝統に培われた舞を披露する達谷窟毘沙
門神楽�迫力ある舞と威勢の良い掛け声で場内を沸かせた釜石市の虎舞�ユネスコ無形文化遺
産に登録されている花巻市の早池峰神楽�軽快な踊りと掛け声で場内を盛り上げた盛岡市のさ
んさ踊り�気仙沼ホルモンや宮古市の焼きさんまなどの出店には長蛇の列


